
◎
論

説中
国

の
食
糧
生
産
供
給
体
制
・

そ
の
現
状
と
課
題

王

曙

光

・
・
…

は
じ
め
に

改
革
開
放
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
が
経
過
し
た
今
、

中
国
経
済

は
そ
の
著
し
い
成
長
ぶ
り
で
世
界
中
か
ら
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。

と
り
わ
け
、

一
九
九
二
年
以
降
の
高
度
成
長
期

に
お

い
て

は
平
均

一
〇
%
を
超
え

る
驚
異
的
な
伸
び
率
を
記
録

し
て
い
る
。

ま
た
、
食
糧
生
産
も
総
じ
て
安
定
し
た
ペ
ー
ス
で
伸
び
、
総
生
産
量

へ
　

　

が

一
九
九

六
年

に
五
億
四
五
四
万

t
に
達
し
、
中
国
の
政
治
的

・
経

済
的

・
社
会
的
安
定
を
築
き
上
げ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い

る
。し
か
し
昨
今
、
中
国
経
済

の
行
方
を
め
ぐ
る
悲
観
論
が

一
部
の
マ

ス
コ
ミ
や
専
門
家
の
間
で
広
が
る
な
か
で
、
問
題

へ
の
過
大
報
道
に

よ

っ
て
巻
き
起
こ
っ
た
中
国
食
糧
供
給
危
機
説
が
台
頭
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
レ
ス
タ
ー

・
ブ
ラ
ウ
ン

(米
国

ワ
ー
ル
ド

・
ウ
ォ
ッ
チ

研
究
所
所
長
)
を
代
表
と
す
る
悲
観
論
者

の
予
測
、
す
な
わ
ち
二

一

世
紀

に
中
国
が
巨
大
な
食
糧
輸
入
国
と
な
り
、
世
界
食
糧
供
給
市
場

ヘ
ワ
こ

の
脅
威
に
な
る
と
の
議
論
が
世
間
を
驚
か
せ

て
い
る
。

中
国
の
経
済
成
長
に
対
す
る
観
測
に
常
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
情
緒

と
根
拠
な
き
憶
測
が
付
き
纏
う

の
と
同
様
、
中
国

の
食
糧
供
給
事
情

へ
の
評
価
と
見
通
し
に
も
時
々
事
実
に
反
す
る
誤
説
や
的
の
外
れ
た

批
判
を
見
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ラ
ウ

ン
の
危
機
説
に
代
表
さ

れ
て
い
る
中
国
食
糧
供
給
危
機
論
者
の
推
測

に
は
、
中
国
の
食
糧
生

ム
ヨ

　

産
状
況

へ
の
把
握
に
大
き
な
誤
り
が
あ

っ
た
ほ
か
、
畜
産
物
の
消
費

急
増

に
よ
る
飼
料
消
費
量
増
加

へ
の
予
測
が
実
際
よ
り
大
き
く
誇
大

へ
る

　

ワ

コ

　

さ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
耕
地
面
積
減
少
状
況

へ
の
過
大
評
価
な
ど
、
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い
ず
れ
も
事
実
誤
認
ま
た
は
推
測

の
根
拠
と
な
る
べ
き

デ
ー
タ
を
恣

意
的
に
取
捨
す
る
よ
う
な
異
常
な
手
法
で
、
強
引
に
持
論
を
世
間
に

押
し
付

け
る
姿
勢
が
目
立

っ
て
い
る
。

本
論

で
は
、
こ
の
よ
う
な
憶
測
と
事
実
誤
認
に
立
脚
し
た
中
国
食

糧
供
給
危
機
論
に
反
論
す
る
と
共
に
、
中
国
の
食
糧
供
給
体
制

の
現

状
と
課

題
お
よ
び
今
後

に
お

い
て
解
決
す

べ
き
問
題
点
を
探
り
、
中

国
の
経
済
成
長
並
び
に
政
治
的

・
社
会
的
安
定
に
寄
与
す
る
食
糧
生

産
と
供
給
体
制
の
重
要
性

へ
の
認
識
を
深
め
る
よ
う

に
し
た
い
。

改
革
開
放
期
の
食
糧
増
産
状
況

改
革

開
放
時
代
以
来
の
食
糧
生
産
量
を
見
る
と
、

一
九
七
八
年
の

　
　

　

三
億
四
七
七
万
t
か
ら
、

一
九
九
七
年
に
四
億
九
二
五
〇
万

t
と
、

二
〇
年

の
間
に
実
は

一
億
八
七
七
三
万

t
増
で
、
率

で
は
約
六
二
%

の
増
産

を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
表

1
で
示
し
た
と
お
り
、

一

九
九
三
年

二
月
の
重
要
会
議

で
採
択
さ
れ
た

『九
〇
年
代
中
国
の
食

物
構
造

の
改
革
と
発
展
要
綱
』

で
定
め
た

「小
康
水
準
」
の
数
値
目

標
を
ほ
ぼ
繰
り
上
げ
て
達
成
し
た
。

一
九

七
八
年

一
二
月
の
中
国
共
産
党

=

期
三
中
全
会
で
改
革
開

放
路
線

が
確
立
さ
れ
て
以
来

の
二
〇
年
間
、
中
国

の
食
糧
生
産

に
四

回
に
わ
た
る
増
産
期
が
あ

っ
た
。
第

一
次
増
産
期
は

一
九
七
八
、
七

九
年
の
二
年
間
で
、
農
業
生
産

の
戸
別
請
負
制
導
入
が
農
家

の
意
欲

を
大

い
に
刺
激
し
た
こ
と
が
最
大

の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
時
期

の
食
糧
生
産
量
は
二
億
八
二
七
三
万
t

(
一
九
七
七

年
)
か
ら
、
三
億
三
二

一
二
万
t

(
一
九
七
九
年
)
に
上
昇
し
、
増

産
幅
は
約
四
九
四
〇
万

t

(約

一
七

・五
%
増
)
だ

っ
た
。

第
二
次
増
産
期
は

一
九
八
二
～
八
四
年
の
三
年
間
、
人
民
公
社
制

度

の
解
体
に
と
も
な
う
生
産
力
の
解
放

に
よ

る
大
幅
な
増
産
で
、
食

糧
生
産
量
は
三
億
二
五
〇
二
万
t

(
一
九
八

一
年
)
か
ら
四
億
七
三

〇
万
t

(
一
九
八
四
年
)

へ
と
急
上
昇
し
、

三
年
間
で
八
二
二
八
万

t

(約
二
五
・三
%
増
)
の
大
飛
躍
を
成
し
遂
げ
た
。

2000年 までの食糧増産 目標

(単位:万

表1

品 目 1993年 実績 2000年 目標 1996年 実績

米 17,770 19,170 19,510

小 麦 10,639 11,985 11,057

トウモ ロ コ シ 10,270 11,920 12,747

その他 6,970 7,574 7,140

合 計 45,649 50,649 50,454

出所:『90年 代 中国の食物構造の改革と発展要綱』(1993

年2月 全国農村工作会議で採択)、93年 度 および96

年度のデータは 『中国統計年鑑』1997年 版(中 国統

計出版社、1997年)。
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第
三
次

増
産
期
は

一
九
八
九
、
九
〇
年
の
二
年
間
、
順
調
な
天
候

と
買
付
け
価
格
の
引
き
上
げ
に
刺
激
さ
れ
た
生
産
意
欲

の
向
上
に
よ

り
、
食
糧

の
増
産
量
は
二
年
間
で
約
五
二

一
六
万
t

(
一
九
八
八
年

の
三
億
九

四
〇
八
万
t
か
ら
九
〇
年

の
四
億
四
六
二
四
万
t
、
約

一

三
%
増
)

に
上

っ
た
。

第
四
次
増
産
期
は
、

一
九
九
五
、
九
六
、
九
七
年
の
三
年
間
で
、

農
業
重
視

政
策

の
実
行
と
買
付
け
価
格

の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ

っ

て
、
食
糧
生
産
量
は

一
九
九
四
年

の
四
億
四
四
五
〇
万

t
か
ら
、

一

九
九
六
年

に
は
五
億
四
五
四
万
t
と

い
う
史
上
最
高
を
記
録
し
、
九

七
年

に
も

四
億
九
二
五
〇
万
t
の
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ

で
、
食
糧
生
産
は
三
年
間
で
約
六
〇
〇
〇
万
t

(
一
九
九
六
年

の
水

準

で
試
算
)
の
増
産
と
な

っ
て
い
る
。

改
革
開
放
期
に
お
け
る
食
糧
生
産
の
大
幅
増
加
は
、
こ
の
時
期
の

中
国
経
済

の
躍
進
を
支
え
て
お
り
、
ま
た
、
表
2
で
示
し
た
よ
う
に
、

国
民

一
人
当
た
り
の
食
糧
保
有
量
で
は
、

一
九
九
六
年

に
史
上
初
め

て
四
〇
〇
㎏
の
大
台

に
上

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
長
年

の
課
題
で

あ

っ
た

「温
飽
問
題
」
(衣
食
問
題
)
を
初
歩
的
に
解
決
し
た
と
し
て
、

中
国
政
府

は
食
糧
生
産

・
供
給

の
安
定
化
を
中
国

の
政
治
的

・
社
会

的
安
定
を
も
た
ら
す
最
重
要
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

一人当たりの年間食糧保有量の推移表2

(単 位.kg)

1978 1985 1990 1992 1993 1994 1996 1997

一人あたり保有量

増加率趣

319

100

361

113

393

123

380

ユ19

387

121

373

117

410

129

400

125

注:"1987を100と す る。

出所:『 中国 統計 年鑑 』1997年 版 。1997年 度 の デー タは 、 「国 家 統 計 局 関 与 国民 経 済

和 社 会 発 展 的統 計 公 報 」(『人民 日報』1998年3月5日 付)に よ り筆者 が 算 出 。
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食
糧
増
産
を
も
た
ら
し
た

地
域
構
造
変
革

中
国

の
食
糧
増
産
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
来
次
第
に
顕
著
に
な
り

つ
つ
あ

る
食
糧
生
産
地
域
構
図
変
化

の
中
で
達
成
し
た
。
そ
の
変
化

と
い
う

の
は
、
主
な
食
糧
生
産
基
地
が
、
か
つ
て
食
糧
生
産
シ

ェ
ア

の
大
半
を
占
め
て
い
た
長
江
流
域
や
華
南
地
域

(総
じ
て
南
方
地
域

と
呼
ば
れ
る
)
か
ら
、
黄
河
中

・
下
流
流
域
ま
た
は
東
北
地
域
な
ど

北
方
地
域
に
移

っ
た
こ
と
を
指
す
も

の
で
あ
る
。

実
際

に
、

一
九
七
八
年
当
時
で
は
全
国
の
約
五
六
%
の
食
糧
を
産

出
し
て

い
た
長
江
流
域
と
華
南
地
区
は
、
全
国
の
食
糧
生
産
シ
ェ
ア

に
占
め

る
割
合
が

一
九
九
六
年
に
四
〇
%
台
に
落
ち
、
反
対
に
、
北

方
地
域

の
食
糧
生
産
比
重
が
大
き
く
上
昇
し
、
と
く
に
、
「商
品
糧
」

(国

に
売

り
渡
さ
れ
て
食
糧
流
通
市
場
で
取
り
引
き
さ
れ
、
都
市
部

で
食
料
と
し
て
消
費
さ
れ
る
も

の
)
の
産
出
と
拠
出
で
は
、
北
方
地

域

の
占

め
る
比
重
が
さ
ら
に
大
き

い
。
な
か
で
も
、
東
北
地
区

(黒

竜
江
省

・
吉
林
省

・
遼
寧
省
)
だ
け
で

一
九
九
〇
年
以
来

の
約
六
年

間
で
、
全
国
各
地
に
拠
出
し
た

「商
品
糧
」
が
延
べ
二
億

t
に
上

っ

て
お
り
、
全
国
都
市
人
口
約
三
億
人

の
う
ち

の

一
億
人

の
胃
袋
を
満

ム
フ

　

た
し
て
い
る
と

い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
る
中
国
食
糧
供
給
体
制

の
安
定
化
に

と

っ
て
、
生
産
量

の
増
減
以
上
に
重
要
な
意
義
を
持

つ
も

の
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
思
え
ば
、

一
九
七
〇
年
代

ま
で
に
中
国
に
は

「南

糧
北
運
」

(南
方
の
穀
物
を
北
方

に
輸
送
し
、
消
費
す
る
)
と
の
言

葉
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
長
江
流
域

・
華
南

・
西
南
地
区
な
ど
の
南
方

地
域
が
中
国
の
食
糧
供
給
基
地
だ

っ
た
。
し
か
し
、
今

で
は
そ
の
逆

の

「
北
糧
南
運
」
が
中
国

の
食
糧
生
産
消
費

現
状
を
示
す
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

食
糧
生
産
地
域
構
造
の
新
し

い
変
化

の
背

景
と
し
て
、
ま
ず
は
東

部

・
東
南
部
地
域
の
急
速
な
工
業
化
に
よ
る
耕
地
と
農
業
人
口
の
減

少
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八
〇
年

代
以
来
、
東
南
沿
海
地

域
で
の
急
速
な
経
済
発
展
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
耕
地
面
積
と
農
業

人
口
が
急
減
し
、
食
糧
生
産

コ
ス
ト
が
大
き
く
上
昇
し
た
。
そ
の
結

果
、
か

つ
て
穀
倉
地
帯
と
呼
ば
れ
て
い
た
南

方
地
域

の
食
糧
生
産
が

頭
打
ち
と
な
り
、

一
部
の
地
域

で
は
減
少
傾
向

に
転
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
揚
子
江
よ
り
北
の
地
域

、
と
り
わ
け
黄
河
中

・

下
流
流
域
を
中
心
と
す
る
華
北

・
西
北
地
区

で
の
農
地
整
備
と
水
利

施
設
の
建
設
が
進
み
、
穀
物

の
単
収
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
東
北
や
華
北

・
西
北
地
区
の

一
部

の
寒
冷
地
帯

で
は
、
近
年
、

ビ

ニ
ー
ル
栽
培
技
術
の
普
及
を
は
じ
め
、
有

機
肥
料

の
投
入
、
高
収

穫
量
、
耐
寒
品
種

の
多
用
な
ど
に
よ
り
、
耕

地
利
用

の
高
度
化
が
着

実
に
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
域

で
の
食
糧
生
産
は
、

次
第
に
従
来
の

一
毛
作
制
中
心
か
ら
二
毛
作

制

へ
移
行
し
、
農
地
利

用
の
効
率
化
が
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
。
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耕地利用率と食糧単位生産量の推移表3

年次 耕地面積 総作付け面積 耕地利用率 食糧生産量 1ha当 た り lha当 た り

(万ha) (万ha) (/) (万t) 生産量(kg) 増産率(%)

1978 9,939 15,010 151.0 30,477 3,066 100.0

':1 9,931 14,638 147.4 32,056 3,228 105.3

1985 9,685 14,363 148.3 37,911 3,914 127.7

1990 9,567 14,836 155.1 44,624 4,664 152.1

1993 9,510 14,774 155.4 45,649 :11 156.6

1996 9,497 15,238 160.0 50,454 5,310 173.0

出所:「 中国統計年鑑」1997年 版 、『中国農業統計年鑑』1997年 版 により筆者が算出。

表

3
で
は

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
全
国
耕

地
利
用
率
の
向
上
、
そ

し
て
農
作
物
単
収
量

の
改
善
状
況
を
統
計
数
字

に
よ
り
示
し
て

い

る
。

三

農
業
軽
視
政
策
の
失
敗
と
教
訓

以
上

の
よ
う
に
、
改
革
開
放
政
策
が
実
施

さ
れ
た

一
九
七
八
年
以

降
、
中
国
の
食
糧
生
産
は
そ
の
生
産
量
を
ト
ー
タ
ル
で
見
る
限
り
、

総
じ
て
安
定
し
た
成
長
率
を
維
持
し
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
生
産

・

供
給
の
状
況
も
安
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
食
糧
増
産

の
事
実
だ
け

を
見
れ
ば
、
生
産
と
供
給
体
制
に
大
き
な
問

題
が
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
農
業
政
策
も
確
実
に
功
を
奏
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
個
別

の
年
間
統
計
や
食
糧
供
給

の
実
状
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
幾
度
も
の
激
し

い
起
伏
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
食
糧
供
給
体
制

へ
の
懸
念
が
終
始
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
来
、
中
国
農
業
が
幾
度

か
の
食
糧
増
産
期
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
主
と
し
て
改
革

開
放
初
期

に
行
わ
れ
た

農
業
生
産
管
理
体
制
の
改
革
と
農
業
生
産
組

織
の
改
編

に
よ
り
、
農

家
の
生
産
意
欲
が
刺
激
さ
れ
、
農
業
生
産
力

が
大

い
に
解
放
さ
れ
た

た
め
だ

っ
た
。
そ
の
改
革
と
改
編
を
象
徴
す
る
の
は
、
「人
民
公
社
」

の
解
体
と
農
業
生
産
請
負
制
の
導
入
だ

っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
土
地
請
負
制
度
長
期
化

へ
の
確
約
と
農
産
物
買

　
　

　

付
け
制
度
の
改
革
、
さ
ら
に
食
糧
買
付
け
価
格

の
引
き
上
げ
な
ど
、
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農
家
の
所
得
水
準
を
向
上
さ
せ
る
改
革
措
置
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、

農
家
は
請
け
負

っ
た
土
地

へ
の
投
資
を
増
や
し
、
肥
料

・
農
薬
の
投

入
お
よ
び
新
品
種
の
導
入
な
ど
に
よ
る
増
産
態
勢
を
強
め
た
。
そ
の

結
果
、
国
と
地
方
政
府

の
農
業
投
資

に
大
き
な
増
額
が
な
か

っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
農
家
や
農
業
生
産
グ
ル
ー
プ
の
投
資
増
に
支
え
ら

れ
た
国
全
体
の
農
業
基
本
投
資
は
増
加
傾
向

に
あ

っ
た
。

一
方

、
改
革
開
放
初
期
か
ら
の
経
済
成
長
と
国
民
生
活
の
向
上
が

も
た
ら
し
た
消
費
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、
食
糧
消
費
市
場
が
大
き

へ
　

　

く
変
容

し
は
じ
め
た
。
そ

の
た
め
、
農
業
関
連

の
政
府
部
門
と
生
産

者
は
、
旧
来
の
生
産
体
制
と
手
法
を
改
め
、
新
し
い
需
要
に
応
え
る

よ
う
新

た
な
投
資
と
技
術
革
新
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
九
〇
年
代

の
は
じ
め
に

か
け
て
、
中
国
指
導
部
は
実
質
上
工
業
、
と
り
わ
け
重
工
業
や
沿
海

地
域

に
集
中
す
る
輸
出
加
工
業
の
発
展
を
最
優
先
す
る
戦
略
を
採

っ

て
お
り
、
農
業
、
な
か
で
も
内
陸
奥
部
の
貧
困
地
域
の
農
業
生
産
体

制

へ
の
強
化
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
。

す
で
に
、
近
年
多
く

の
農
業
専
門
家
や
経
済
学
者
が
し
ば
し
ば
指

摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
農
業
が
抱
え
る
問
題
点
は
多
く
、
今
後

の
食
糧
生
産

・
供
給
体
制

に
大
き
な
不
安
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
、
数

々
の
問
題
点

の
な
か
で
も
、
指
導
部

の
農
業
政
策
の
不

一
致

が
時
折
農
家

の
増
産
努
力
を
帳
消
し
に
し
、
食
糧
供
給
不
安
を
引
き

起

こ
す
最
大

の
病
巣
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
こ
れ
ま
で
に
、
食
糧
生
産

の
起
伏
と
供
給
体
制
の
不
安
定
に
対
す

る
国
民
の
懸
念
は
、
幾
度
も
の
全
国
的
イ

ン
フ
レ
を
誘
発
し
て
お
り
、

中
国

の
政
治
的

・
社
会
的
安
定
を
損
な
う

危
険
要
素
と
な

っ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
八
〇
年
代
以
来
、
当
局
が
実
際
に
示

し
た
経
済
発
展
優
先
順
位
に
は
、
経
済
特
区

や
沿
海
対
外
経
済
技
術

開
発
都
市

の
開
発
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る

「沿
海
地
域
経
済
発
展

へり
　

戦
略
」
が
終
始
第

一
位

に
置
か
れ
て
い
る
。

実
際
に
も
、

一
九
九
〇
年
代

の
半
ば
ま
で
に
、
共
産
党
中
央
委
員

会
か
ら
政
府
の
中
央
省
庁
、
さ
ら
に
地
方
政
府
や
多
く

の
経
済
学
者

の
間
に
至
る
ま
で
、
農
業
軽
視

の
風
潮
が
ひ
そ
か
に
広
が
り
、
末
端

行
政
組
織
や
農
業
関
連
部
門
に
も
農
民

い
じ
め
の
悪
習
が
氾
濫
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
か
な
り
の
部
分

に
お

い
て
は
、
中
国
政

府
が

一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
に
実
際
に
採

っ
て
い
た
誤

っ
た
農

業
政
策

に
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、

一
九
八
〇
年
代
以
降

の
食
糧
生
産
量
の
大
幅
増
加
の
事
実

は
、
政
府
関
係
者
や
農
業
専
門
家
の
間
に
盲
目
的
な
楽
観
論
を
繰
り

広
げ
た
。
こ
れ
も
実
は
、
当
局
の
農
業
軽
視
政
策
を
招

い
た
大
き
な

要
素
だ

っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
八
四
年
秋
場

の
大
豊
作
を
迎
え
た
直

後
、
当
時
の
政
府
関
係
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
多

く
は
、

一
九
七
八
年
か

ら
の
い
わ
ゆ
る

「
五
豊

二
平
」

(二
年
間
の
平
作
を
挟

ん
だ
五
年

の

豊
作
)
で
食
糧
生
産
量
が
二
億
八
二
七
三
万

t
か
ら
四
億
七
三
〇
万

t
へ
と
飛
躍
し
た
実
績
を
見

て
、

一
部
で
食
糧
過
剰
論
ま
で
台
頭
す
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る
ほ
ど
、
農
業
生
産

の
現
状
と
将
来
を
楽
観
視
す
る
見
方
が
広
が

っ

た
。さ
ら
に
、
豊
作

の
中
で
連
続
し
て
起
き
た
食
糧
在
庫
増
や
販
売
難

(市
場
価
格
が
下
落
す
る
反
面
、
消
費
量
が
伸
び
悩
む
)
現
象
を
、

食
糧
増
産

へ
の
抑
制
策
を
打
ち
出
す
根
拠
に
と
ら
え
た
当
局
は
、

一

九
八
四
年
末
か
ら
農
業

へ
の
投
資
と
融
資
を
減
ら
し
、
政
府

に
よ
る

食
糧
買
付
け
量

の
削
減
と
買
付
け
価
格

の
引
き
下
げ
を
決
定
し
、
実

質
上
食
糧
生
産
を
下
方
誘
導
す
る
措
置
を
打
ち
出
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
政
府
は
そ
の
後
、
農
業
用
機
材
や
物

資
の
価
格
上
昇
を
黙
認
し
、
食
糧
売
り
渡
し
に
対
す
る
奨
励
措
置
も

一
時
取
り

や
め
た
。
そ
の
結
果
、
買
付
け
価
格
の
下
落
に
よ
る
農
民

の
減
収
に
加
わ
り
、
農
業
関
連
資
材
の
価
格
高
騰
と
末
端
組
織

に
よ

る
各
種
徴

収
金

・
負
担
金
の
乱
発
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
農
民
の
生

産
意
欲
が
急
速
に
低
落
し
は
じ
め
た
。
結
局
、

一
九
八
五
年
度

の
穀

物
作
付
け

面
積
が
大
幅
に
減
少

(前
年
度
実
績

の

一
億

一
二
八
八

㎞
か
ら

一
億
八
八
五
㎞

へ
、
実
質
減
少
率
は
約
四
%
)

し
、
食
糧

生
産
量
も
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ

(前
年
度
実
績
の
四
億
七
三

一
万
t

か
ら
三
億

七
九

=

万
t
へ
、
実
質
減
少
率
は
約
七
%
)
。

四

深
刻
な
食
糧
供
給
危
機
と

物
価
上
昇
の
悪
循
環

重
工
業
と
輸
出
加
工
業
優
先
の
経
済
発
展
戦
略
に
影
響
さ
れ
、
ま

た
食
糧
供
給
楽
観
論

の
台
頭
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
農
業

軽
視
傾
向
に
よ
り
、
食
糧
生
産
は

一
九
七
八
年
以
降
大
き
な
起
伏
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
な
か
で
も
、

一
九
七
八

～
七
九
年
、

一
九
八
二

～
八
四
年
、

一
九
八
九
～
九
〇
年

の
三
回
に
わ
た
る
増
産
期

に
、
食

糧
生
産
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
直
後
に
、
い
ず
れ
も
政
府

の
失
策
に

自
然
災
害
が
重
な
り
、
食
糧
生
産
量
が
大
き
く
下
落
し
、
文
字
ど
お

り

の
減
産
期
入
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で

の
中
国
農
業
情
勢

の
特
徴
を

「二
豊
三
欠
」

(二
年
豊
作

の
後
に
三

年

の
凶
作
が
続
く
)
と
い
う
表
現
が
、
農
業

関
係
者
や
農
民

の
間
で

に
わ
か
に
流
行
り
出
し
た
ほ
ど
、
中
国
の
食

糧
生
産
は
極
め
て
不
安

定
な
状
況
が
続

い
た
。

無
論
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
見
る
と
、
豊

作
後
の
減
産
を
繰
り
返

し
た
原
因
に
は
、
天
候
不
順
な
ど

の
不
可
抗

力
に
よ
る

一
面
が
あ

っ

た
の
も
否
定
で
き
な

い
が
、
当
局

の
農
業
政
策
の
失
敗
が
食
糧
生
産

を
低
迷
に
追

い
込
む
も

っ
と
も
大
き
な
要
因

で
あ
る
の
は
紛
れ
も
な

い
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
家

の
生
産
意
欲
向
上
と
農
業
投
入

の
増
加
が
も
た
ら
し
た
大
増
産
が
実
現
し
た
後

に
広
が
る
農
業
軽
視

の
傾
向
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
食
糧
生
産

・
供
給

に
見
ら
れ
た
激
し
い

起
伏
を
作
り
出
し
た
元
凶
で
あ
る
。

た
だ
で
さ
え
問
題
山
積

の
中
国
農
業

に
は

、
改
革
開
放
期

に
入

っ

て
以
降
、
更
な
る
困
難
な
状
況
が
現
わ
れ
は
じ

め
て
い
る
。
そ
れ
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降

の
工
業
化

の
な
か
で
、
大
中
都
市
部
周
辺
で
の

乱
開
発
に
よ
る
耕
地
減
少
、
沿
海
部
や
大
都

市

へ
の
出
稼
ぎ
に
よ
る
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労
働
力
流
失
な
ど
、
農
業
問
題

の
新
た
な
危
機
に
つ
な
が
る
赤
信
号

が
相
次

い
で
点

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
加
え

て
、
近
年
導
入

が
急
が
れ
て
い
る

「市
場
経
済
化
」
も
、
中
国

の
食
糧
生
産

・
供
給

体
制
に
新
た
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

改
革

開
放
時
代
以
来
、
消
費
市
場
に
市
場
価
格
を
取
り
入
れ
は
じ

め
た
中
国
で
は
、
食
糧
加
工
品
や
副
産
物
を
は
じ
め
、

一
般
商
品

の

価
格
設
定

に
需
給
関
係
と
市
場
競
争
原
理
に
左
右
さ
れ
る
「市
場
化
」

が
急
速

に
進
ん
で

い
る
。
そ
の
た
め
、
増
産
期

に
起
き
る
食
糧
市
場

価
格

の
下
落
が
農
民
の
生
産
意
欲
を
抑
制
し
、
食
糧
供
給
量
を
抑
え

る
結
果
を
も
た
ら
し
た
際

に
、
従
来

の
よ
う
な
政
府
に
よ
る
政
策
的

な
価
格
維
持
が
効
か
な
く
な
り
、
市
場
混
乱

の
ダ
メ
ー
ジ
は
実
質
上

生
産
者

で
あ
る
農
家
が

一
方
的
に
受
け
て
し
ま
う
。

一
方
、
農
民
の
生
産
意
欲
低
下
で
作
付
け
面
積
が
減
り
、
翌
年
度

の
食
糧
供
給
が
減
少
す
る
と
、
今
度
は
食
糧
価
格
の
急
上
昇
で
イ
ン

フ
レ
を
引
き
起

こ
し
、
都
市
部
住
民
の
生
活

に
打
撃
を
与
え
、
さ
ら

に
、
基
本
生
活
品
の
価
格
高
騰
が
鉱
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
生

産

コ
ス
ト
上
昇
を
招

い
た
結
果
、
全
国
的
範
囲
で
の
消
費
価
格
急
騰

が
発
生

し
、
農
家
も
含
め
た
国
民
全
体

の
生
活
苦
を
も
た
ら
し
て
し

ま
う
。
こ
の
悪
循
環
を
も

っ
と
も
象
徴
す
る
の
は
、

一
九
九
四
年

の
食
糧

価
格
高
騰
に
よ
る
イ

ン
フ
レ

(年
率
約
二
四
%
で
改
革
開
放
期
以
来

の
ワ
ー
ス
ト
記
録
)
だ

っ
た
。
そ
の
時
、
天
候
不
順
に
加
わ
り
、
農

家
の
生
産
意
欲
低
下
に
よ
る
食
糧
生
産

の
頭
打
ち
状
態
が
続

い
た
。

そ
こ
で
、
食
糧
供
給
不
足
が
生
じ
、
食
糧
の
小
売
り
価
格

の
上
昇
が

失
速
し
、

一
九
九
四
年
末
か
ら
九
五
年
初
に
か
け
て
、
国
内
市
場
の

　け
　

食
糧
小
売
価
格
は
平
均
四
～
六
割
も
の
高
騰

を
見
せ
た
。

さ
ら
に
、

一
九
九
五
年
春
、
食
糧
価
格

の
高
騰
を
見

て
、

一
部
の

農
家
や
末
端
組
織
で
は
売
り
惜
し
み
が
深
刻
化
し
、
穀
物
主
要
産
地

の
在
庫
増
と
主
要
消
費
地
域

で
の
品
不
足
と

い
う
異
常
現
象
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
自
由
市
場
で
の
食
糧
小
売
価
格
は
、
投

機
的
な
理
由
も
含
め
て
さ
ら
に
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
、
不
安
と
懸

念
を
抱
く
投
資
家
の
思
惑
買

い
で
、
各
地
の
穀
物
先
物
取
引
所
で
い

っ
そ
う
の
投
機
ブ
ー
ム
を
呼
び
、
国
内
穀
物
現
受
け
価
格
が
国
際
市

場
価
格
を
大
幅

に
上
回
る
危
機
的
な
事
態
を
生
ん
だ
。

五

食
糧
増
産
と

農
業
軽
視
傾
向
台
頭
の
矛
盾

一
九
九
五
年

の
春
以
降
、
食
糧
価
格
の
急
騰

に
生
産
者
が
刺
激
を

受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
政
府

の
増
産
促
進
措
置
も
効
を
奏
し
、

全
国
の
穀
物
作
付
け
面
積
は
約
二
%
増
加
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
農

業
投
資
の
増
加
と
生
産
技
術
の
向
上
に
加
え

て
、
好
天
候
に
も
恵
ま

れ
た
た
め
、
食
糧
生
産
量
は
前
年
度
比
で
約

五
%
増
の
四
億
六
六
六

二
万
t
と
な
り
、
食
料
品
市
場

の
価
格
安
定

を
も
た
ら
し
、
全
国
範

囲
で
の
物
価
抑
制
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
、

一
九
九
六
年
度
に
入

っ
て
も
全

国
の
食
糧
作
付
け
面
積
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が
増
加
し

つ
づ
け

(
一
九
九
六
、
九
七
年
度
は
前
年
比
で
と
も

に
約

二
%
増
)
、
当
局
お
よ
び
農
家
か
ら
の
農
業
投
資
も
増
加
の
傾
向
が

続

い
た
。

一
部

の
地
域

で
自
然
災
害

が
発
生

し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
各
地

か
ら
豊
作
を
報
じ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
相
次

い
で
流
れ
て
い

た
。

一
九
九
七
年
初
の
全
人
代
で
、
李
鵬
首
相
は
政
府
工
作
報
告

の

中
で

一
九
九
六
年
度
の
食
糧
生
産
量
を
四
億
九
〇
〇
〇
万
t
と
公
表

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
七
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た

『中
国
統
計
年
鑑
』

一
九
九
七
年
版

(国
家
統
計
局
編
、
中
国
統
計
出
版
社
)
の
中
で
は
、

一
九
九
六
年
度

の
食
糧
生
産
量
を
五
億
四
五
四
万
t
と
記
載
し
、
少

し
前

に
政

府
が
公
表

し
た
数
値
を

一
四
五
四
万

t
も
上
回

っ
て
い

る
。
こ
れ

に
は
さ
す
が
に
、
中
国
経
済
専
門
家

の
み
な
ら
ず
、
世
界

の
マ
ス
コ
ミ
も
戸
惑

い
の
色
を
隠
せ
な
い
。
こ
れ
だ
け
、
食
糧
生
産

量
に

つ
い
て
の
公
式
統
計
に
異
な

っ
た
デ
ー
タ
が
出
さ
れ
、
し
か
も

ご
く
短

い
期
間

の
中
で
権
威

の
あ
る
政
府
機
関
が
自
ら
統
計
数
字
を

修
正
し
て
公
表
し
た
の
だ
か
ら
、
何
ら
か
の
背
景
が
あ

っ
た
に
違

い

な
い
。
一
九
八
〇
年
代
以
来
、
中
国
の
経
済
統
計
数
字
は
経
済
運
営
の
透

明
性
と
開
放
度

の
向
上
に
よ
り
、
基
本
的
に
は
経
済
実
態
を
反
映
す

る
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
、
次
第

に
信
愚
性
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

食
糧

の
生
産

・
供
給

に
関
す
る
統
計
数
字
も
同
様
に
、
政
府
機
関
や

専
門
家

の
厳
重
の
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
た
上

で
、
全
人
代
の
会
議
公
報

や
共
産
党

中
央
機
関
紙

の
記
事
な
ど
の
よ
う
な
形
で
慎
重
に
発
表
さ

れ
て
い
る
。

実
際
に
、
そ
れ
ま
で
に

一
部

の
経
済
統
計
関
係
者
か
ら
、

一
九
九

六
年
度

の
食
糧
生
産
量
が
五
億

t
を
超
え
た

(例
え
ば
、

一
九
九
七

年
八
月
二

一
日
付

の

『北
京
青
年
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
農
業
部
情
報

セ
ン
タ
ー
唐
妬
研
究
員
の
投
稿

「
一
九
九
六
年
度
食
糧
生
産
量
は
五

億
四
五
四
万
t
に
達
し
て
い
る
」
な
ど
、
『中
国
統
計
年
鑑
』

一
九

九
七
年
版

の
統
計
数
字
と
ま

っ
た
く
同
じ
も

の
が
あ

っ
た
)
と
い
う

情
報
も
流
れ
て
は
い
た
が
、
政
府

の

「
公
式
発
表
」
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
た
。

本
来
な
ら
ば
、

い
わ
ゆ
る
食
糧
供
給
体
制

の
危
機
が
不
安
を
呼
ぶ

な
か
で
、
食
糧
大
幅
増
産
の
実
績
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
は
、
農
業
政

策

の
正
確
性
と
食
糧
供
給
情
勢

の
安
定
を
内
外
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
絶
好
手
段
と
な
る
は
ず
だ

っ
た
。

一
九
九
五
年
以
降
、
こ
と
が

あ
る
た
び

に
農
業
重
視
姿
勢
を
強
く
示

し
た
中
国
政
府

に
と

っ
て

も
、
都
小
平
が

一
九
八
五
年
に

「
小
康
水
準

」
の
重
要
指
標
と
し
て

示
し
た
、
近
代
化
建
設

の
中
期
的
目
標
の

一
つ
で
も
あ
る
食
糧
生
産

量
五
億
t
と

い
う
目
標
が
繰
り
上
げ
実
現
で
き
た
と

い
う
こ
と
は
、

改
革
開
放
路
線

の
功
績
と
政
治
指
導
力
の
安

定
を
示
す
よ

い
機
会
だ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
政
府
を
は
じ
め
、
農
業

関
係
部
門
や
多
く
の
農

業
経
済
専
門
家
、
さ
ら
に

マ
ス
コ
ミ
は
な
ぜ
か
、
こ
の
目
標
達
成

の

「吉
報
」
を
あ
え
て
取
り
上
げ
よ
う
と
は
し
な

か

っ
た
。

い
か
に
も

不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
。
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実
は
、
食
糧
総
生
産
量
の
五
億

t
達
成
と

い
う
公
式
発
表
は
、
各

地
に
密
か
に
台
頭
し
て
い
る
安
易
な
農
業
生
産
楽
観
論

に
都
合

の
よ

い
根
拠
を
与
え
、
当
局
が
も

っ
と
も
警
戒
し
て
い
る
農
業
軽
視
風
潮

の
巻
き
返
し
を
誘
発
し
か
ね
な
い
、
と

い
う
政
治
的
な
配
慮
か
ら
、

中
国
政
府

は
あ
え
て
新
し

い
農
業
政
策
を
実
行
さ
せ
た
後

の

一
九
九

六
年
末
か
ら

一
九
九
七
年
初

に
か
け
て
、
関
係
部
門
や
マ
ス
コ
ミ
に

五
億

t
達
成
の
発
表
を
さ
せ
な
か

っ
た
と
の
観
測
も
、

一
部
の
中
国

問
題
専
門
家
の
間
で

一
時
広
が

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

思
え
ば
、

一
九
九
六
年

の
秋
以
降
、
中
国
国
内

の
マ
ス
コ
ミ
が
食

糧
生
産

・
供
給
状
況
を
報
道
す
る
際
に
、
記
録
的
な
大
豊
作
を
取
り

上
げ
る
と
同
時

に
、
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど

「売
糧
難
」

(流
通

体
制
な
ど

の
遅
れ
で
、食
糧
買
付
け
現
場

で
発
生
す
る
『売
れ
な

い
』
、

『代
金
が
支
払
わ
れ
な

い
』
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
)
を
警
戒
す
る
よ
う

呼
び
か
け

る
社
説
を
発
し
、
農
民
利
益
保
護

の
重
要
性
を
繰
り
返
す

異
常
な
報
道
体
制
を
採

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
政
府
が
豊
作

の
な
か

で
も

「
保
護
価
格
」

(食
糧
買
付
け
価
格
を
市
場
価
格
よ
り
高
め
に

設
定
し
、
農
家
の
収
益
低
下
を
防
ぐ
特
別
制
度
)
を
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
す

る
と
、
報
道
機
関
は

一
斉
に
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
末
端
組
織

へ
の
摘
発
事
例
を
取
り
上
げ
る
よ

う
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
局

の
厳
し
い
統
制
下
に
置
か
れ
る

マ
ス
コ
ミ
は

過
度
な
豊
作
報
道
を
控
え
、
あ
く
ま
で
も
農
業
重
視

の
政
策
宣
伝
を

貫
い
て

い
る
。
こ
の
共
通
し
た
姿
勢
か
ら
は
、
報
道
機
関
を
管
轄
す

る
共
産
党

の
宣
伝
部
門
や
政
府
省
庁
か
ら
の
厳
格
な
指
導
と
要
請
が

あ

っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
そ
れ
だ
け
、
中
国
政
府
は

食
糧
生
産

・
供
給
事
情

に
対
し
て
異
常
な
ほ
ど
に
神
経
を
使

い
、
食

糧
供
給
不
安
を
巻
き
起

こ
す
ま

い
と
、
さ
さ

い
な
動
き
に
も
警
戒
の

目
を
光
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

i
ノ、

中
国
政
府
の

農
業
生
産
危
機
意
識

当
局
が
食
糧
生
産
状
況
に
関
す
る
公
式
発
表
に
慎
重
な
姿
勢
を
採

る
の
に
は
、
食
糧
生
産
と
供
給
状
況
に
対
す

る
危
機
意
識
が
強
く
働

い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

一
九
九
五
年
以
降

の
連
続
豊
作

に
よ
り
、
国
内
外

で
の
食
糧
生
産

・
供
給
不
安
が
だ
い
ぶ
和
ら
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
実
際
に
農
業
生
産
全
体

に
お

い
て
不
安
定
な
状
況
が

依
然
と
し
て
続

い
て
い
る
と
、
中
国
政
府
は
認
識
し
て
い
る
の
で
あ

る
。と
り
わ
け
、
政
府

の
農
業
政
策
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
極
め
て
不

確
実
な
管
理
と
支
援
体
制
の
下
で
、
低

い
生
産
性

に
依
存
し
て
い
る

食
糧
生
産
に
、
い
つ
か
は
逼
迫
し
た
状
況
が
再
来
す
る
の
で
は
な
い

か
と

い
う
不
安
が
、
当
局
を
は
じ
め
多
く
の
農
業
関
係
者
や
専
門
家

の
間
に
根
強
く
存
在
し
て
い
る
。

も
と
も
と
、
中
国
で
は
食
糧
供
給
事
情
を
語
る
時
、
増
産
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
議
論
と
、

一
時
の
豊
作

や
凶
作
に

一
喜

一
憂
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す
る
情
緒
的
な
傾
向
が

一
人
歩
き
に
な
り
が
ち
で
、
増
産
後

の
対
応

の
つ
ま
ず
き
で
農
家
に
損
失
を
か
ぶ
ら
せ
る
政
策
失
敗

の
事
例
に
対

し
、
専
門
家
も
含
め
、
人

々
は
厳
し
く
責
任
を
追
及
し
て
い
な
か

っ

た
。つ
い
二
、
三
年
前
ま
で
に
、
中
国
農
業
生
産

の
頭
打
ち
状
態
が
指

摘
さ
れ
、

そ
れ
に
よ

っ
て
中
国
、
な

い
し
世
界
的
な
食
糧
供
給
逼
迫

予
測
が
話
題
を
呼
び
、
近

い
将
来
に
お
け
る

「食
糧
恐
慌
」

の
到
来

を
予
言
す

る
学
者
も
数
多
く
登
場
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
中

の
農
業
関
係
者

の
関
心
が
中
国
の
食
糧
生
産
状
況
に
集
中
す
る
な
か

で
、
そ
の
注
目
の
的
で
あ
る
中
国
で
は
、
連
続
し
て
大
豊
作
を
迎
え

る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
記
録
的
な
大
増
産
を
見

て
、
今
度
は
食
糧

供
給
は
も
う
安
泰
だ
と
、
人

々
は
安
心
し
き

っ
た
あ
ま
り
、

つ
い
に

食
糧
供
給

の
不
安
定
を
示
す
危
険
信
号
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
か
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
強
め
た
当
局
は
、
最
近
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
行
使
し
て
全
国
に
警
告
を
発
し
つ
づ
け
て
い
る
。

一
九
九

六
年

の
歴
史
的
大
豊
作
後

に
報
道
機
関

へ
の
慎
重
な
誘
導
姿
勢
か
ら

も
、
中
国
政
府
が
抱

い
て
い
る
危
機
意
識

の
強
さ
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

事
実
上

、
近
年
各
地

で
は
当
局
が
懸
念
し
た
通
り
の
こ
と
が
頻
繁

に
発
生
し

て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
九
六
年
秋

に
史
上
最
高
と
言
わ

れ
た
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
を
終
え
た
東
北
地
域

(黒
竜
江
省
、
吉

林
省
、
遼
寧
省
)
各
地
で
は
、
公
的
買
付
け
所

に
入
庫
で
き
な

い
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
大
量
に
露
天
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
。
中
央
政
府
が
在
庫

削
減

の
緊
急
策
と
し
て
、
海
外

へ
の
輸
出
を
増
や
し
た
ほ
か
、
南
方

地
域

に
二
〇
〇
万
t
を
超
え
た
在
庫
分
を
緊

急
配
送
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
か
な
り
の
量

の
損
失
が
出
た
と

い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
作
を
迎
え
る
農
家
が
歴
史
的
な
大
増
産
を
ど
う

し
て
も
喜

べ
な
い
事
態
が
発
生
し
、
「
増
産
不
増
収
」

(収
穫
量
が
増

え
る
が
所
得
が
増
え
な

い
11
豊
作
貧
乏
)
と

い
う
悪
夢
か
ら
目
が
覚

め
た
結
果
、
各
地
で
は
豊
作
年
の
後

に
作
付

け
面
積
を
減
ら
し
、
食

糧
生
産

へ
の
投
資
を
控
え
る
傾
向
が
広
が

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
異
常
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
、

中
国
政
府
は
す
で
に

一

九
九
四
年
か
ら
貯
蔵

・
輸
送
施
設

の
強
化
と
食
糧
産
地
で
の
加
工
基

地
の
建
設
な
ど
、
食
糧
流
通
シ
ス
テ
ム

へ
の
改
善
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、
工
業
化
を
中
心
と
す
る
経
済
発
展
の
重
心
が
沿
海
部

や
大
都

市
に
置
か
れ
た
ま
ま
の
現
状

で
は
、
抜
本
的
な
農
業
振
興
策
が
制
定

で
き
ず
、
食
糧
流
通
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
整
備
と
強
化
に
は
至
ら
な

か

っ
た
。

一
九
九
五
年

一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
党

一
四
期
三
中
全
会

で
、
共

産
党
中
央
委
員
会
は
今
後

の
経
済
発
展
戦
略

の
中
で
、
農
業
分
野
で

の
生
産
促
進
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
そ
の
具
体
的
措
置
と
し
て
、
農
業
分
野

へ
の
投
入
を
増
や
す
と

と
も
に
、
外
国
政
府
ま
た
は
国
際
組
織
、
金

融
機
関
か
ら
の
資
金
提

供
を
積
極
的
に
利
用
し
、
農
業
生
産

の
基
盤

整
備
、
技
術
向
上
な
ど

を
図
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
各
地
で
は

一
九
八
〇
年
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代
以
来
数
度

に
わ
た
る
穀
物
買
付
け
価
格

の
引
き
上
げ
に
続
き
、

一

九
九
五
、
九
六
年
に
も
大
幅
な
引
き
上
げ
を
実
施
し
、
農
家

の
生
産

意
欲
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
各
地

の
行
政
当
局
か
ら
、
農
村

地
区
の
末
端
組
織
、
個

々
の
農
家
や
生
産
グ
ル
ー
プ
に
至
る
ま
で
、

農
業
生
産
に
対
す
る
投
入
や
穀
物
作
付
け
面
積
を
増
や
し
、
農
地
管

理
や
水
利
、
灌
概
施
設
の
強
化

で
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
に
努
め
る

よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
政
府
が
食
糧
生
産

・
供
給
体
制
を
強
化
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
こ
と
は
、

か

つ
て

の
農
業
軽
視
政
策
に
よ
る
失
敗
か
ら
教
訓
を
得
、
工
業
発
展

一
辺
倒

の
近
代
化
建
設
路
線
を
反
省
し
た
事
実
を
象
徴
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、

一
九
九
五
年
か
ら
の
三
年
連
続
増
産
と
、
食
糧
備
蓄
量

ム
に
　

が
史
上

最
高
水
準
に
達
し
た
現
時
点
に
お

い
て
、
当
局
の
姿
勢
は
従

来
よ
り
大
き
く
前
進
し
、
今
後

の
農
業
政
策
に
明
る

い
方
向
を
示
し

て
い
る
。七

「農
業
重
視
」
の
姿
勢
と

農
業
支
援
政
策

す
で
に
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
食
糧
供
給
不
安
か
ら
端
を
発
し

た
高
イ

ン
フ
レ

(
一
九
九
四
年
)
に
よ
る
社
会
的
な
動
揺
と
不
安
が

政
局
に
大
き
く
影
響
し
、
改
革
開
放
政
策

の
続
行

に
対
す
る
反
対
論

ま
で
が
台
頭
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
を
前
に
、
中
国

政
府
は
よ
う
や
く
従
来

の
農
業
軽
視
政
策
の
危
険
性
を
認
識
し
、
農

業
生
産
の
低
迷
と
後
退
を
食

い
止
め
よ
う
と
、
重

い
腰
を
上
げ
て
本

格
的
な
対
応
策
を
検
討
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
九
五
年

一
〇
月

の
党

一
四
期
三
中
全
会
が
制
定
し
た

『二
〇

一
〇
年
の
将
来
目
標
に
関
す
る
建
議
』

の
中

で
、
指
導
部
は
今
後

の

経
済
発
展
に
お

い
て
、
も

っ
と
も
優
先
的
に
推
進
す
べ
き
重
要
産
業

の
筆
頭
に

「農
業

の
持
続
的
発
展
」
を
挙
げ

て
い
る
。
ま
た
、
新
し

い
産
業
育
成
政
策
や
外
資
導
入
策

の
中
で
も

、
農
業

へ
の
支
援
と
外

資
誘
導
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
当
局

が
農
業
発
展
に
対
す
る

方
針
変
化
は
こ
れ
に
よ

っ
て
よ
り
鮮
明
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

一
九
九
五
年
以
降
、
中
国
政
府
は
農
業
発
展
を
当

面
の
経
済
建
設
に
お
け
る
最
優
先
課
題
と
位

置
づ
け
、
「農
業
重
視
」

の
姿
勢
を
明
確
に
示
し
、
具
体
的
な
農
業
支
援
政
策
を
打
ち
出
す
よ

う
に
な

っ
た
。
な
か
で
も
、

一
九
九
五
年
以

降
実
施
さ
れ
た

「省
長

ハ
お
　

責
任
制
」
と

い
う
非
常
態
勢
と
も

い
う

べ
き

制
度
を
導
入
し
、
食
糧

生
産

・
供
給
量

の
確
保
と
価
格
安
定
化
を
、
地
方
政
府
最
高
責
任
者

の
職
位

に
ま
で
責
任
連
帯
さ
せ
た
こ
と
は
、
そ
の
決
心

の
強
さ
を
物

語

っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
当
局
は
食
糧
生
産
と
供
給
安
定
化

に
向
け
て
抜
本
的
な

政
策
転
換
を
実
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
打
ち
出
し
た
。
例
え
ば
、

農
民
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
措
置

の
強
化
、
農

民
い
じ
め
現
象
が
ひ
ど

い
地
域
で
の
取
締
り
と
違
反
幹
部

へ
の
規
律

処
分
、
国
務
院
農
業
発

展
基
金

の
設
立
に
よ
る
農
業

へ
の
投
資
金
額

増
加
、
食
糧
買
付
け
価
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格
の
引

き
上
げ
と
食
糧
流
通
部
門

へ
の
強
化
、
建
設
用
地
徴
用

の

一

ムレ
　

部
凍
結

、
農
民
負
担
警
戒
線
の
設
定
と
強
化
な
ど
、

一
連
の
農
業
保

護
政
策

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
中
国
政
府
は
農
業
分
野

へ
の

投
入
を
増
や
す
と
と
も
に
、
食
糧
買
付
け
価
格
を
約
三
〇
%
程
度
引

き
上
げ

(
一
九
九
七
年
夏

に
実
施
)
、
農
家

の
生
産
意
欲
向
上
に
努

め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

一
九
九
六
年
と
九
七
年
は
と
も
に
、
食
糧

作
付
け
面
積
が
前
年
比
で
約
二
%
増
え
、
化
学
肥
料
や
農
薬

の
使
用

量
も
大

幅
に
増
加
し
た
。

一
方

、

一
九
九
五
年
以
降
、
当
局
は
食
糧
市
場
混
乱
の
最
大
要
因

で
あ
る
穀

物
先
物
取
引
に
対
す
る
法
整
備
と
管
理
を
強
化
し
、
投
機

ブ
ー
ム
を
抑
え
る
姿
勢
を
強
め
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
生
産
地
行
政

組
織
を

通
し
て
食
糧
種
目
や
供
給
量
を
調
達
す
る
と
と
も
に
、
食
糧

倉
庫

・
輸

送
車
両

・
加
工
設
備
な
ど
を
増
や
し
、
各
地
で
食
糧
流
通

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
計
画
が
実
施
さ
れ
た
。

一
九
九

七
年
夏
場

の
記
録
的
な
豊
作
を
前
に
、
当
局
は
年
初
に
約

束
し
た
買
付
け
価
格

の
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、
農
業

・

金
融

・
運
輸
な
ど
各
省
庁
お
よ
び
生
産
地
行
政
組
織
に
対
し
、
夏
場

作
物
買
付

け
用
の
代
金

・
施
設

・
設
備
を
確
保
し
、
農
家
が
売
り
渡

す
食
糧

に
対
し
て

「保
護
価
格
」

(自
由
市
場
価
格
を
上
回
る
よ
う

に
設
定

さ
れ
る
)
で
買

い
付
け
る
よ
う
通
達
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
農
家

か
ら
売
り
出
さ
れ
る
食
糧
は
ほ
ぼ
無
制
限
に
買

い
上
げ
ら

れ
る
と

と
も
に
、
政
府
に
よ
る
買

い
支
え
で
農
家
の
所
得
増
が
保
証

さ
れ
、
農

民
た
ち
の
不
安
は

一
応
解
消
さ
れ
た
。

当
局
が
採

っ
た
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
食
糧

生
産

・
供
給
に
お
け
る

過
度
な
起
伏

に
よ
る
悪
影
響
を
未
然
に
防
ぐ

と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な

か

っ
た
農
業
安
定
策
に
基
づ
く
も

の
で
、
中

国
政
府
の
経
済
運
営
政

策
が
従
来

の
工
業
化

一
辺
倒
か
ら
、
国
民
生
活

の
安
定
化

に
重
点
を

置
く
農
業
重
視

に
転
換
し
て
い
る
こ
と
を
実

証
し
て
い
る
。

農
業
軽
視
政
策
が
も
た
ら
し
た
失
敗
と
、
食
糧
生
産

・
供
給
体
制

の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
の
農
業
重
視
態
勢
の
強
化
と

い
う

一
八
〇
度

の

政
策
転
換

の
事
実
か
ら
、
中
国
で
は
、
食
糧
供
給
の
安
定
化
を
中
心

と
す
る
農
業
政
策
は
、
決
し
て
単
純
な
経
済

問
題
で
は
な
く
、
社
会

安
定
、
政
権
維
持
な
い
し
長
期
的
な
国
際
戦
略

の

一
環
と
な
る
最
も

重
要
な
政
治
課
題
で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
口
大
国
の
中
国
で
は
、
食
糧
供
給
体
制

の

確
立
は
他
を
圧
倒
す
る
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ

り
、
政
権

の
安
定
を
左

右
す
る
命
綱
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
食
糧
供
給
に
危
険
信

号
が
点

っ
た
際

に
、
当
局
は
す
べ
て
の
産
業

よ
り
農
業
を
優
先
的
に

発
展
さ
せ
、
国
を
挙
げ
て
食
糧
増
産
を
図
る
体
制
を
採
る
。
そ
の
時
、

中
央
集
権
的
経
済
運
営
シ
ス
テ
ム
の
強
み
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
、

一
党
独
裁
的
政
治
体
制
ま
で
が
食
糧
増
産
の
た
め
に
稼
働
す
る
こ
と

に
な
る
。
「省
長
責
任
制
」
の
導
入
、
ま
た
は

一
九
九
五
年
以
降
に

実
施
さ
れ
た
強
硬
な
農
業
保
護
政
策
は
、
こ

の
こ
と
の
重
要
性
と
中

国
政
府

の
意
識
変
革
の
過
程
を
如
実
に
象
徴

し
て
い
る
。
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八

中
国
食
粗
生
産

・
供
給
体
制
の

長
期
的
課
題

中
国

の
食
糧
生
産

・
供
給
体
制

の
行
方
を
予
測
す
る
に
当
た

っ

て
、

一
つ
の
重
要
事
実
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
人

口
大
国

で
あ
る
中
国
に
と

っ
て
は
、
食
糧
の
自
給
自
足
は
決
し
て
単

な
る
国

レ
ベ
ル
で
語
ら
れ
る
程
度

の
経
済
政
策
問
題
だ
け

で
は
な

く
、各
省

・
自
治
区
に
お
け
る
地
域
経
済
の
根
本
的
課
題
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
、
そ
の
管
轄
下
の
農
村
行
政
機
構

の
県
や
郷
に
お
い
て
も
、

社
会
的
安
定

の
根
幹

に
か
か
わ
る
死
活
問
題
、
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

無
論
、
個

々
の
農
家
に
と

っ
て
も
、
食
糧
だ
け
は
他
人
に
依
存
す
る

こ
と
が

で
き
ず
、
最
低
限

の
食
糧
を
生
産
し
確
保
す
る
こ
と
は
、
自

ら
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
知
恵

で
あ
り
、
中
国
農
民
の
生
理
的
本
能

で
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
結
局
、
か
つ
て
農
業
軽
視
の
風
潮
が
最
も

氾
濫
し

て
い
た
時

に
お

い
て
も
、
農
村
末
端
組
織
や
個

々
の
農
家
が

厳
し
い
環
境
の
中
で
も

一
定

の
食
糧
を
産
出
し
、
そ
れ
を
も

っ
て
自

ら
の
基

本
生
活
を
維
持
し
て
き
た
事
実
を
裏
付
け
て
い
る
。

し
か
し
、
食
糧
産
出
が
農
家
の
本
能
と
は
言

っ
て
も
、
中
国
政
府

の
食
糧

増
産
政
策

に
、
農
家

や
末
端
組
織
は
無
弁
別
に
従

い
、
政
府

の
示
し
た
通
り
の
シ
ナ
リ
オ
で
食
糧
生
産
に
全
力
を
挙
げ
る
保
証
は

ど
こ
に
も
な

い
。
と
い
う

の
は
、
生
活

に
必
要
な
最
低
限
の
食
糧
を

確
保
す

る
た
め
に
、
中
国
農
民
は
労
を
辞
さ
ず

に
働
く
も

の
の
、

い

っ
た
ん
危
機
的
な
局
面
か
ら
脱
出
し
た
ら
、
農
民
た
ち
は
直
ち
に
自

ら
の
目
標
を
よ
り
高

い
と
こ
ろ
に
合
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

現
に
、

一
応
の

「温
飽
問
題
」
が
解
決
さ
れ
た
中
国
農
村

で
は
、

農
家
が
現
金
収
入
を
増
や
す
た
め
に
、
今
や
農
業
生
産

の
多
極
化
と

消
費
生
活

の
多
様
化
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ

に
は
二
つ
の
傾
向
が
見

ら
れ
て
い
る
。

一
つ
は
非
農
業
分
野

へ
の
労

動
力
移
動

で
あ
る
。

つ

ま
り
、
郷
鎮
企
業

へ
の
就
職
ま
た
は
都
市
部

や
沿
海
地
域

へ
の
出
稼

ぎ
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、

一
部

の
農
村
地
域
に
新

し
く
出
現
し
た

「産
業
化
経
済
体
」

(農
業
、
加
工
業
、
農
村
商
業

な
ど
を
含
む
総
合
的
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
か
ら
成
る
も

の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野

へ
の
拡
大
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
)
に
象
徴
さ
れ
て
い
る

農
村
地
域
経
済
構
造
の
変
革
も
こ
の
傾
向

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
傾
向
は
、
現
金
収
入
の
向
上

に
結
ぶ
経
済
作
物
の
生

産
を
増
や
し
、
食
糧
生
産

の
シ

ェ
ア
を
下
げ

る
こ
と

で
あ
る
。
す
で

に
、
表

4
で
示
し
た
よ
う
に
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
全
国
の
作
付

け
面
積
に
占
め
る
食
糧
作
付
け
面
積
が
確
実

に
減
少
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
来

の
経
済
高
成
長

の
中
で
、
こ
の
傾
向
は

さ
ら
に
顕
著
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
農
民
の
自
発
的
行
動
に
対
し
、
当
局
は
さ
ま
ざ
ま
な

措
置
を
打
ち
出
し
て
食
糧
生
産
の
頭
打
ち
状
況
を
防
こ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
現
実
的
な
中
国
農
民
は
事
実
上
、
こ
れ
ま
で
の
工
業

化

の
犠
牲
に
さ
せ
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
自

ら
の
努
力

に
よ

っ
て
生

活
環
境
を
改
善
す
る
チ

ャ
ン
ス
を
手
放
せ
な

い
。
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(単位:1000ha)
農産物の作付け面積の推移表4

年次 総面積計(a) 食糧面積計(b) b/a 経済作物面積計(c) c/a

1952 141,256 123,979
..

12,494 8.8

1962 140,229 121,621 86.7 8,763 6.2

1970 143,787 119,267 83.1 11,7ユ3 8.2

1978 150,104 120,587 80.3 14,440 9.6

・:1 146,379 117,234 80.1 15,921 10.9

1985 143,626 108,845 75.8 22,378 15.6

1990 148,362 113,466 76.5 21,417 14.4

1993 147,741 110,509 74.8 27,187 18.0

1996 152,381 112,548 74.0 29,970 20.0

出所:『 中国統計年鑑』各年版のデータに基づいて筆者が試算。

こ
の
現
実
に
対
し
て
、
中
国
政
府
は
農
民
た
ち

の
自
発
的
な
行
動

は
必
然
的
な
趨
勢
と
し
て
真

っ
正
面
か
ら
認
識
し
た
上
で
、
そ
れ
に

対
応
し
た
政
策
を
実
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
無
論
、
従
来
の

よ
う
な
農
業
政
策
を
維
持
し
、
農
民
の
身
を
食
糧
生
産
に
縛
り
付
け

る
だ
け
で
は
、
も
は
や
食
糧
生
産
体
制

の
安

定
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

思
え
ば
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
当
局
が
実
施
し
た
厳
し
い
行
政

指
導
と
意
図
的
な
誘
導
策
は
、
食
糧
生
産

・
供
給
に
お
け
る
い
っ
と

き

の
混
乱
防
止
に
実
効
性
が
あ
る
も
の
の
、
長
期
的

・
持
続
的
安
定

を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
豊
作

・
凶
作

に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年

「農
民
保
護
政
策
」
を
打
ち
出
し
、
食
糧
買

付
け
価
格
を
引
き
上
げ

つ
づ
け
て
い
る
。
現
在
、
毎
年

の
よ
う
に
実

行
す
る
買
付
け
価
格
引
き
上
げ
を
支
え
た
財

政
負
担
は
重
く
、
ま
た
、

都
市
部
住
民

の
生
活
安
定
を
図
る
た
め
に
低

め
に
据
え
置
か
れ
た
ま

ま

の
食
料
品
価
格
を
維
持
す
る
た
め
の
財
政

支
出
も
膨
張
し

つ
づ
け

て
い
る
。

食
糧
生
産

・
供
給
体
制

の
安
定
を
維
持
す

る
た
め
に
、
中
国
政
府

は
こ
れ
ま
で
に
事
実
上
国
家
財
政
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
歪
ん
だ
ま

ま
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
意
図
的
に
支
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
す
で
に
前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
農
業
軽
視
や
農
民

い

じ
め
現
象
が
依
然
と
し
て
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
府
当
局

の
そ
の
場
し
の
ぎ
的
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
策
だ

け
で
は
、
食
糧
供
給
体

制
に
潜
在
す
る
危
機
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
を
証
明
し
て
い
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る
。
ま
し
て
、
天
候
不
順
や
他
の
異
常
事
態
に
よ
る
農
業
生
産

へ
の

影
響
が
現
れ
た
際
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
も
実
証
さ
れ
た
よ

う
に
、突
発
的
混
乱

へ
の
応
急
対
処
の
面
で
は
、
現
在
の
農
業
指
導

・

管
理
体

制
の
脆
弱
さ
は
ま
だ
ま
だ
克
服
さ
れ
て
い
な

い
。

さ
ら

に
、
農
家

の
生
産
自
主
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ

と

の
大

切
さ
を
実
証
す
る
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
中

国
政
府

が
公
式
発
表
し
た
食
糧
生
産
量
統
計
数
字
に
は
、
農
家
の
食

糧
産
出
量
に
対
す
る
統
計

に
漏
れ
が
多

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
全
国
の
食
糧
生
産
量
が
か
な
り
低
く
見
積

も
ら
れ

て
い
る
可
能
性
が
強

い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
指
摘

の
根
拠
の

一
つ
は
、
農
家
の
食
糧
備
蓄
は

一
九
八

一
年

度
で
は
全
国
平
均

で
約

一
五
五
㎏

(世
帯
当
た
り
)
か
ら
、

一
九
九

四
年
度

の
約
五
四

一
㎏

(い
ず
れ
も

『中
国
農
業
統
計
年
鑑
』

一
九

九
六
年

版
、
中
国
統
計
出
版
社
、

一
九
九
七
年

に
よ
る
)

へ
と
、
実

質
上
二
・六
倍
も

の
の
増
加
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が

公
表
し
た
食
糧

の
年
間
生
産
量

・
買
付
け
量
お
よ
び
消
費
量
な
ど
の

差
し
引
き
か
ら
は
、
こ
の
備
蓄
量
増
大
の
実
態
は
説
明
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
公
式
統
計
か
ら
漏
れ
た
か
な
り

の
部
分

の
食
糧
生
産
量

は
、
農

家
の
備
蓄
と

い
う
形
の

「隠
れ
た
存
在
」
と
な

っ
て
い
る
と

、

.
隠

、
。

　
　こ

の
指
摘
が
ど
れ
だ
け
の
正
確
さ
を
持
ち
、
中
国
農
業

の
今
後
を

考
え
る
上
で
ど

の
よ
う
な
意
義
を
持

つ
の
か
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多

い
が
、
農
家
の
経
営
状
況

の
実
体
を
政
府
統
計

に
頼
る
だ
け
で
正
確

に
掴
め
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
た
貴
重

な
も
の
で
あ
る
の
は
間

違

い
な
か
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
中
国
で
は
、
個
々
の
農
家
が
生
産
意
欲
を
発
揮
し
て

食
糧
生
産
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
、
全
国

の
食
糧
供
給
体
制
の
安

定
化

に
寄
与
す
る
度
合

い
は
、
政
府
が
統
計

数
字
の
動
向

に
反
応
し

て
農
業
政
策
を
調
整
し
、
食
糧
増
産
を
図
る

こ
と
の
重
み
を
は
る
か

に
上
回

っ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
、
中
国
農
民
の
自
発
的
な
生
産
活
動

へ
の
意
欲
が
、
食
糧
生
産

・

供
給
体
制
の
安
定
化
を
左
右
す
る
重
要
な
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が

想
像

で
き
よ
う
。

今
、
中
国
農
村
に
現
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
新
状
況
に
対
し
、
中
国
政

府
は
い
よ
い
よ
真
の
試
練
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
農

民
た
ち
か
ら
求
め
ら
れ
る
真

の

「支
援
」
と

い
う

の
は
、
も
は
や
狭

義
的
な
農
民
保
護
や
資
金
ま
た
は
物
質
的
な
援
助
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
食
糧
生
産
と
供
給

の
長
期
的
安
定
化
を
維
持
す
る
に
は
、
農

家

の
生
産
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
農
民

の
所
得
水
準
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
は
、
農
家
の
生
産
活
動
に
対
す
る
余
計
な
行
政
関
与
を
な

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
は
結
局
、
こ
れ
ま
で
に
た
び

た
び
問
題
に
な

っ
て
い
た
末
端
行
政
組
織
と
農
家
と
の
利
益
衝
突
を

防
ぎ
、
農
業
生
産

へ
の
過
度
な
干
渉
を
断
ち
切
る
こ
と
に
結
び

つ
く

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
地
域
や
個

々
の
農
家
に
対
し
、
自
ら
の
特
長
を
生
か
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し
た
上
で
、
経
済
発
展
を
図
る

「空
間
」
と

「機
会
」
を
提
供
し
、

そ
の
手
足
を
縛
る
よ
う
な
過
度
な
行
政
干
渉
を
止
め
る
よ
う
、
根
本

的
な
意
識
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
食
糧
生
産

・
供
給
体
制
の
長
期

的
な
安
定

は
あ
り
え
な
い
。

言
う
ま

で
も
な
く
、
農
民
の
生
産
自
主
権
を
尊
重
し
、
農
家
の
生

産
意
欲
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
の
前
提
は
、
生
産

・
流
通

・

消
費
の
す

べ
て
を
含
む
食
糧
生
産

・
供
給
分
野
全
体
に
お
け
る
市
場

経
済
化
を
大
胆
に
導
入
す
る
こ
と
と
、
全
国

一
律
に
施
行
さ
れ
て
い

る
硬
直
し
た
農
業
指
導
管
理
政
策
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
長
を

生
か
し
、
そ
の
経
済
発
展

の
レ
ベ
ル
と
実
情
に
合

っ
た
も

の
に
改
め

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

例
え
ば

、
地
域
ご
と

の
経
営
環
境
と
労
働
力
資
源
に
応
じ
た
農
業

生
産
組
織

の
結
成
と
変
動
を
認
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

経
済
発
展

が
遅
れ
て
い
る
内
陸
部
で
の
農
業
生
産
請
負
制
継
続
に
対

す
る
農
民

の
要
求
に
応
え
て
、
そ
の
制
度
の
延
長
と
必
要
な
改
善
策

を
打
ち
出
す
と
共
に
、
近
年
、
沿
海
地
域
や
大
中
都
市
周
辺
部
の
農

村

に
広
が
り

つ
つ
あ
る
農
業
生
産
組
織
再
編
成

の
新
動
向
を
象
徴
す

　
　
　

る

「農
業
産
業
化
」
に
対
し
、
政
策
的
な
支
援
を
積
極
的
に
行
う
、

と
い
う
二

つ
の
側
面
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
新
た
な
農
業
政
策
は
、
こ
れ
ま

で
の
失
策
を
反
省

し
た
上
で
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
こ
そ
、
旧
来

の
農
業

政
策

の
問
題
点
を
認
識
し
、
そ
の
教
訓
を
汲
み
取

っ
た
上
で
新
た
な

前
進
に

つ
な
が
る
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
あ

る

。

お
わ
り
に

一
九
九
五
年
以
降

の
食
糧
連
続
増
産

の
事

実
は
、
こ
れ
ま
で
に
暗

い
将
来
像
ば
か
り
を
描

い
た
中
国
食
糧
供
給
危
機
論
者

の
予
言
を
打

ち
破
り
、
中
国
経
済

の
ア
キ
レ
ス
腱
で
も
あ
る
農
業
生
産
の
行
方
を

懸
念
す
る
人
々
に

一
応

の
安
心
感
を
与
え

て

い
る
。
ま
た
、
当
局
も

こ
れ
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
に
自

信
を
持
ち
は
じ
め
て
い

る
。
最
近
、
中
国
政
府
関
係
者
は
公
式
的
な
場
で
度

々

「中
国
人
は

十
分

に
自
分
を
養
え
る
」
と
発
言
し
、
食
糧

供
給
不
安

に
対
す
る
国

民

の
懸
念
を
懸
命
に
払
拭
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
、
連
続
し
た
食

糧
増
産
が
そ
の
背
景
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
増
加
が
続
く
中
国
で
は
、
食
糧
消
費
量
が
確
実

に

増
え
、
ま
た
今
後

の
経
済
発
展
に
よ
り
食
糧

消
費
の
多
様
化
が
進
む

に
つ
れ
、
畜
産
品
、
乳
製
品
ま
た
は
各
種
の
加
工
食
品
な
ど
、
よ
り

質

の
高

い
食
料
品
を
求
め
る
傾
向
が
間
違

い
な
く
現
れ
る
。
こ
れ
は

結
局
、
食
糧
生
産
体
制
に
対
し
て
更
な
る
数

量
的
増
加
と
品
質
的
改

善
を
要
求
し
て
い
く
に
違

い
な

い
。

と
こ
ろ
が
、

一
九
九
六
年
度
に
達
成
さ
れ
た
五
億
四
五
四
万
t
の

記
録
的
生
産
量
か
ら
さ
ら
に
大
幅
な
増
産
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
ク
リ
ア
で
き
な
か

っ
た
も

の
も
含

め
、
様
々
な
困
難
を
克

服
し
、
国
を
挙
げ

て
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
対
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し
て
、
現
在
の
農
業
政
策

(農
業
投
資

や
農
地
保
護
策
、
穀
物
買
付

け
制
度
と
価
格

の
安
定
策
な
ど
を
含
む
)
と
農
業
生
産

の
現
状

(農

業
労
働
力
、
耕
地
面
積
、
水
利
灌
概
施
設
、
肥
料
と
農
薬

の
使
用
お

よ
び
品
種
改
良
と
導
入
、
農
作
業
機
械
化
な
ど
)
の
ま
ま
で
は
、
今

後

の
大
幅
増
産
と
安
定
供
給
に
は
決
し
て
楽
観
視
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
現
在

の
農
業
政
策
の
下
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
大

幅
な
増
産
が
あ

っ
た
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
あ
る
意
味

で
は
多
く

の
農
民

の
利
益
を
犠
牲
に
し
た
上

で
の
発
展
で
あ
り
、
痛

み
を
伴

っ

た
成
長
と
言
わ
ざ

る
を
得
な

い
。
実
際
に
も
、
食
糧
増
産
が
達
成
さ

れ
な
が
ら
も
、
安
定
供
給
が
維
持

で
き
ず
、
農
家
の
所
得
減
で
生
産

意
欲
が
低
下
す
る
よ
う
な
問
題
が
こ
れ
ま
で
に
た
び
た
び
噴
出
し
て

い
る
。
今
後
、
中
国
で
は
、
本
当
の
意
味

で
の
農
業
近
代
化
と
は

い
っ
た

い
何
を
意
味
す
る
か
を
あ
ら
た
め

て
考
え
る
気
運
が
高
ま
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
そ
の
模
索

の
中
か
ら
新
た
な
農
業
発
展
戦
略
が
生
ま
れ

る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
長
期
的
な
安
定
を
保
ち
、
し
か
も
農

業
生
産

の
主
体

で
あ
る
農
民
に
真

の
裕
福
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き

る
農
業
政
策
は
、
中
国
農
業
の
伝
統
と
現
実
に
立
地
し
た
上
で
築
か

れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は

一
言
で
言
え
ば
、
補
完

型
産
業

構
造

の
構
築

に
よ
る
農
村
経
済
多
様
化
と

い
う
も

の
に
な

る
。
具
体
的
に
は
、
農
産
物
の
生
産

・
輸
送

・
加
工

・
販
売
手
段

の

近
代
化
を
中
心

に
、
地
域
経
済
を
よ
り
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
農

村
商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
育
成
と
発

展
を
促
進
し
、
農
村
の

経
済
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
当
局
の
食
糧
生
産

・
供
給
体

制
強
化
方
針
は
、
現
在

依
然
と
し
て
粗
放
経
営
、
零
細
農
耕
方
式
を
主
と
す
る
中
国
農
業
に

新
た
な
課
題
も
投
げ
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
量

の
労
働
力
を
抱

え
る
農
村
で
、
生
産
の
効
率
化

に
象
徴
さ
れ

る
農
業
近
代
化
を
推
進

す
る
と
同
時
に
、
今
後
も
増
え
続
け
る
労
働
人
口
に
働
く
場
を
提
供

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
矛
盾
を

い
か
に
解
決
す
る
か
、

と

い
う
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
伝
統
的
な
農
業
大
国
で
あ
る
中
国

に
は
、
技
術
集
約
型
の
近
代
農
業

へ
発
展
す

る
潜
在
的
能
力
を
大

い

に
潜
め
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
人
口
の
増
加
と
消
費
構
造
の
変

化

に
よ
り
、
食
糧
に
対
す
る
需
要
が
堅
調
で
、
農
業

の

一
層
の
発
展

に
好
条
件
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
形
式
的
な

「近
代
化
」
を
追

求
す
る
あ
ま
り
に
、
大
量

の
労
働
力
を
農
業
生
産
現
場
か
ら
追

い
出

す
よ
う
な
事
態
が
生
じ
れ
ば
、
農
村

の
社
会
的
安
定
が
損
な
わ
れ
、

結
果
的
に
は
個

々
の
農
家

の
経
営
と
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
事
実
上
農
村
産
業
を
支
え
て
い

る
農
村
末
端
組
織

に
亀
裂
が
生
じ
、
農
業
生
産
の
全
面
的
停
滞
を
避

け
ら
れ
な

い
。
そ
の
結
果
、
食
糧
生
産

・
供

給
体
制

の
長
期
的
安
定

と

い
う
目
標
は
途
中
で
見
失

っ
て
し
ま

い
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策

の
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し

一
方
、

一
九
九
五
年
以
降

の
食
糧
生
産

・
供
給
状
況
の
落

ち
着
き
は
、
中
国
政
府
に
根
本
的
な
政
策
検

討
と
中
長
期
的
増
産
計
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画

へ
の
見

直
し
の
絶
好

の
機
会
を
与
え
、
ま
た
事
実
上
、
最
近
当
局

の

一
連

の
動
き
の
な
か
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
農
業
政
策

へ
の
修
正

と
調
整

が
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
中
長
期
的
増
産
体
制
を
強
化
す

る
た
め

の
具
体
的
措
置
も
相
次

い
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

い
よ
い
よ
中
国
農
業
は
、
難
し

い
課
題
と
持
続
的
発
展
の
チ

ャ
ン
ス
と

が
共
存
す
る
と

い
う
複
雑
な
局
面
を
乗
り
切
り
、
今
後

の

食
糧
生
産

・
供
給
体
制
の
長
期
的
安
定
を
決
定
付
け
る
重
要
な
時
期

に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注〈1
>

『中

国
統

計
年

鑑
』

一
九

九

七

年
版

(中

国
統

計

出

版
社

、

一

九

九
七

年
)

に
よ
る

。

〈
2
>

レ

ス
タ
ー

・
ブ

ラ
ウ

ン

「
だ
れ

が
中

国
を

養
う

の
か
」

(
『
ワ
ー

ル
ド

・
ウ

ォ

ッ
チ
』

一
九

九

四
年

九

/

一
〇
月

号

)
。

ま

た
は

、

レ

ス
タ

;

・
ブ

ラ

ウ

ン
『だ

れ

が
中

国
を
養

う

の
か
』
(今

村
奈

良
臣

訳

、

ダ

イ
ヤ

モ

ン
ド
社

、

一
九

九

五
年

)
を
参

照

。

〈3
>

ブ

ラ

ウ

ン
の
試

算

で
は

、

一
九

九

〇
年

度

の
中

国
食
糧

生
産

量

が

三
億

三
五

〇
〇
万

t
と

さ

れ

て

い
る
が
、

実
際

は

四
億

四
六

二

四

万

t

(
『中

国
農

業
年

鑑

一
九

九

三
年

版
』

中

国

統
計

出

版

社
、

一

九
九

四
年

)
。

〈
4
>

畜

産
先

進

国

の
飼

料

消
費
水

準

を
も

っ
て
農
家

飼

育

や
小
規

模

畜

産
業

中
心

の
中
国

の
飼
料

消
費

量

を
予

測

し

て

い
る

(王
曙

光

『
中

国
経
済

五

つ
の
誤

解
』

ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド
社

、

一
九
九

六
年

、

一
五

九

ー

一
六
三
頁

)
。

〈5
>

耕
地
の
減
少
数

の
み
取
り
上
げ
、
新
規
造
成
な
ど
に
よ
る
耕
地

の
増
加
分
を
無
視
し
、
耕
地
面
積
の
減
少
数
を
事
実
よ
り
は
る
か
に

拡
大
評
価
し
て
い
る

(王
曙
光
前
掲
書
、

一
六
四
-
一
六
七
頁
)
。

〈6
>

国
家
統
計
局
の

コ

九
九
七
年
国
民
経
済
和
社
会
発
展
的
統
計

公
報
」
(『人
民
日
報
』

一
九
九
八
年
三
月
五
日
付
)
に
よ
る
。

〈7
>

一
九
九
六
年

一
二
月
三

一
日
現
在
の
実
績
、
『経
済
参
考
報
』

(
一
九
九
八
年
三
月
二
日
付
)
に
よ
る
。

〈8
>

一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
従
来
の

「統
購
統
錆
」
方
式
を
改
め
、

自
由
市
場
で
の
食
糧
販
売
を
認
め
た
こ
と
や
、
買
付
け
量
を
超
過
し

た
部
分
の
売
り
渡
し
に
対
す
る
金
銭
的

・
物
質
的
奨
励
制
度
の
実
施

な
ど
、

一
連
の
改
革
措
置
が
導
入
さ
れ
た
。

〈9
>

具
体
的
に
は
、
食
生
活
に
占
め
る
コ
メ
や
小
麦
な
ど
の
主
食
の

割
合
が
低
下
し
、
肉
類

・
水
産
品

・
卵
類

・
乳
製
品
ま
た
は
野
菜
な

と
の
消
費
量
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
10
>

一
九
八
七
年

一
〇
月
の
第

=
二
回
党
大
会
で
、
当
時
の
趙
紫
陽

総
書
記
が
掲
げ
た
経
済
発
展
戦
略
。
そ
の
後
、
江
沢
民
体
制
も
実
質

上
そ
の
戦
略
を
継
承
し
実
行
さ
せ
た
。

〈11
>

王
曙
光
前
掲
書
、

一
五
三
頁
を
参
照
。

〈12
>

『経
済
参
考
報
』
(
一
九
九
八
年
三
月
二
日
付
)
に
よ
る
。

〈13
>

地
方
政
府
最
高
責
任
者
に
食
糧
生
産

・
供
給
の
安
定
化
達
成
を

請
け
負
わ
せ
る
制
度
。地
方
政
府
は
中
央
政
府
に
対
し
、食
糧
生
産

・

供
給
安
定
化
の
具
体
的
目
標
を
示
し
、
そ

の
達
成
に
つ
い
て
全
責
任

を
負
う
こ
と
。
無
論
、
当
該
地
域
の
安
定
達
成
が
で
き
な
け
れ
ば
、

そ
の
責
任
が
問
わ
れ
、
「省
長
」
は
更
迭
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〈14
>

『農
民
負
担
と
農
村
労
務
管
理
に
関
す
る
条
例
』

(国
務
院
、

一
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九
九

一
年

一
二
月
七
日
よ
り
実
施
)
で
は
、
農
民

一
人
あ
た
り
の
年

間
総
負
担
額
が
前
年
度
実
質
収
入
総
額
の
五
%
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
、
と
定
め
て
い
る
。

〈
15
>

劉
中

一

「中
国
食
糧
的
生
産
与
流
通
』
中
国
発
展
出
版
社
、

一

九
九
七
年
、
二
二
頁
。

〈16
>

農
家
や
生
産
グ
ル
ー
プ
が
自
発
的
に
戸
別
請
負
制
か
ら
集
団
生

産
組
織
へ
の
移
行
か
ら
始
ま
り
、
近
年
で
は
沿
海
地
域
や
大
中
都
市

部
周
辺
に
、
農
村
末
端
組
織
や
大
型
郷
鎮
企
業
企
業
を
中
心
に
、
農

作
業
、
農
産
物
加
工

・
運
輸

・
販
売
、
農
機
具
製
造

・
修
理
な
ど
を

網
羅
し
た

(農
業

・
商
業

・
加
工
業
を
含
め
た
)
生
産
管
理
連
合
体

を
結
成
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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